
コ
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
、
川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院
と
倉
敷
中
央
病
院
と
の
連
携
病
院
で
す
。

入院や入所に際して、部屋代はいただいていません。

⑴　　第127号 2024年３月１日

倉 敷 医 療 生 活 協 同 組 合

老人保健施設

〒712-8057　倉敷市水島東千鳥町1-60
コープリハビリテーション病院

老健あかね
TEL 086-444-3212

TEL 086-446-6541

No.127 2024年３月号

コープリハビリテーション病院・
老健あかねだより

健幸アップ教室のスタッフ（筆者下段中央）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
機
能
訓
練

　
　
　
　
口
腔
、
栄
養
の
一
体
的
取
組

短
期
集
中
健
幸
ア
ッ
プ
教
室

～
認
知
症・寝
た
き
り
防
止
は
自
ら
の
手
で
～

（
コ
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

歯
科
衛
生
士
　
牟
田
口
桂
子
）

（
コ
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

  

短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

主
任
　
岡
野
泰
樹
）

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回

は
短
期
集
中
健
幸
ア
ッ
プ
教
室
の

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
健
幸
ア
ッ
プ
教
室
と
は
倉
敷
市

の
指
定
事
業
で
、
全
24
回
（
約
6

か
月
）
の
体
操
教
室
で
す
。
当
院

で
は〝
認
知
症
・
寝
た
き
り
防
止

は
自
ら
の
手
で
〞と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
毎
週
土
曜
日
の
午

前
に
１
時
間
30
分
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
は
、
要
支
援
認
定
を

筆者　河原栄子

多
職
種
協
働
を
活
か
し
た

超
強
化
型
在
宅
復
帰
施
設

（
老
健
あ
か
ね

　

看
護
師　

河
原
栄
子
）

受
け
て
い
る
方
、
介
護
保
険
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
該
当
す
れ
ば
利

用
可
能
で
す
。

　
最
近
で
は
１
０
０
歳
体
操
な
ど

地
域
で
集
ま
り
、
自
分
た
ち
で
体

操
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
健
幸
ア
ッ
プ
教
室
で

は
、
リ
ハ
ビ
リ
職
員
が
担
当
し
て

お
り
、
直
接
の
リ
ハ
ビ
リ
介
入
は

　
12
月
2
日
の
岡
山
県
民
医
連

主
催
の
介
護
・
医
科
・
歯
科
活

動
交
流
集
会
に
て
コ
ー
プ
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
老
健

あ
か
ね
で
の
歯
科
の
連
携
に
つ

い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
口
腔
ケ
ア
に
よ
る
医
療
連
携

の
効
果
は
、
肺
炎
防
止
及
び
在

院
日
数
減
少
効
果
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
病
院
外

来
に
歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
し

て
連
携
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

新
し
く
入
所
と
な
っ
た
方
の
歯

科
検
診
や
虫
歯
の
治
療
、
歯

を
失
っ
た
方
に
は
義
歯
の
製
作
、

病
室
に
伺
っ
て
の
口
腔
ケ
ア
な

ど
お
口
の
専
門
科
と
し
て
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
歯
科
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

お
口
周
り
の
筋
力
が
向
上
し
、

誤
嚥
防
止
や
感
染
症
の
予
防
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
奥
歯
で
噛

め
る
よ
う
に
な
れ
ば
足
に
も
力

が
入
り
転
倒
防
止
に
な
る
な
ど
、

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
状
態
）
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
最
後
ま

で
お
口
か
ら
食
事
を
摂
れ
る
喜

び
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
口
で
お
困

り
の
方
や
入
院
・
入
所
者
様
の

治
療
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

是
非
歯
科
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　（
老
健
あ
か
ね

副
主
任
　
蓑
田
笑
子
）

老健あかね　副主任
蓑田笑子

　

埼
玉
県
・
東
京
都
で
の
急
性

期
病
院
で
の
経
験
を
経
て
か
ら
、

岡
山
県
倉
敷
市
に
転
居
し
、
老

健
あ
か
ね
で
働
い
て
6
年
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
２
月
か
ら
、
副
主
任
と

な
り
一
層
の
責
任
感
を
感
じ
て

い
ま
す
。
多
種
多
様
な
疾
患
や

背
景
が
あ
る
利
用
者
様
の
入
所

生
活
の
援
助
、
在
宅
支
援
な
ど
、

難
し
い
と
思
う
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　

毎
日
忙
し
く
業
務
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ス

タ
ッ
フ
間
で
協
力
し
て
利
用
者

様
の
生
活
を
支
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

あ
か
ね
の
新
任
職
責
者
あ
い
さ
つ

　
あ
か
ね
か
ら
は
２
演
題
を
発
表

し
、
私
は
多
職
種
協
働
を
活
か
し

た
在
宅
支
援
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　
超
強
化
型
在
宅
復
帰
施
設
へ
の

取
り
組
み
の
中
で
、
入
所
前
後
の

訪
問
件
数
を
増
や
せ
た
こ
と
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ご

家
族
の
要
望
を
し
っ
か
り
お
聞
き

す
る
こ
と
で
満
足
度
に
も
つ
な
が

っ
た
こ
と
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

で
き
ま
せ
ん
が
、
日
常
生
活
で
の

困
り
ご
と
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
運

動
方
法
の
助
言
な
ど
は
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
管
理
栄
養
士
や
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
話
も
各
３
回
ず
つ

あ
り
、
運
動
、
栄
養
、
口
腔
の
専

門
家
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
教

室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
体
力
・
日
常
動
作
に
不
安
が
あ

る
方
、
運
動
・
栄
養
・
口
腔
な
ど

健
康
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、
健

幸
ア
ッ
プ
教
室
に
興
味
の
あ
る
方

は
当
院
相
談
室
や
お
近
く
の
高
齢

者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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老
健
あ
か
ね
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
・
短
時
間
通
所
リ
ハ
ビ
リ
と
の
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

無料低額診療事業・無料低額介護老人保健施設利用事業を行っています。

診 療 表
コープリハビリテーション病院

外来受付時間 8:30 〜 12:00
［086-444-3212］

老健あかね
［086-446-

6541］

外来 装具
外来 歯科

短時間
通所

リハビリ

短期集中
健幸アップ
教室

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

通所
リハビリ

診
療
時
間

午前
9:00〜
 12:30

14:30

〜

15:00
午後

9:00

〜

16:50

9:30

〜

11:00

9:00

〜

16:00

月
3/4,25
中角

（整形外科）
○ ○ ○

火 渡辺 ○
( 予約制 )

滝本
( 予約制 )

○ ○ ○

水 飯塚 ○ ○ ○

木 太田 滝本
( 予約制 )

○ ○ ○

金 香口 ○ ○ ○
土 ○ ○

医療福祉相談・連携室
相談

受付時間

平 日 9:00〜12:00  13:30〜16:30
土 曜 日 9:00〜12:00
日・祝日 休み

コープリハビリ
テーション病院
老健あかね

県道倉敷西環状線
水
島
臨
海
鉄
道

水
島
駅

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
水
島
店

国道430号線

第五福田小学校

ケアハウス
ちどり

特別養護老人ホーム
　　　　ももちどり
水島南診療所

愛あいサロン

ホテルナンカイ
倉敷

○お問い合わせ先
倉敷医療生活協同組合

TEL 086-444-3212（代表）
受付時間

〒 712-8057
倉敷市水島東千鳥町1-60

広報委員会
発行責任者 　 笹 舘  勝 人

ホームページ：http://coopreha.jp/
メールアドレス：info@coopreha.jp

（日祝・年末年始を除く）

平　日
土曜日

9:00 〜 16:30
9:00 〜 12:00

老人保健施設
コープリハビリテーション病院

老健あかね

敢
闘
賞 

受
賞

第
８
回
お
か
や
ま
介
護
グ
ラ
ン
プ
リ

　『
お
か
や
ま
介
護

グ
ラ
ン
プ
リ
』
は
、

現
場
で
の
介
護
技
術

を
広
く
公
開
す
る
こ

と
で
介
護
の
仕
事
へ

の
理
解
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
11
月
10

日
に
予
選
を
通
過
し

本
選
に
私
た
ち
は
出

場
し
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｐ
で
は
、
提
示

さ
れ
た
課
題
を
自
分

た
ち
で
読
み
解
き
、

　
岡
山
県
の
介
護
の
職
場
就
業
支

援
事
業
の
一
つ
で
、
男
女
問
わ
ず

域
は
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
仕

事
を
求
め
県
外
か
ら
転
居
し
て
こ

ら
れ
る
方
も
お
り
、
近
く
に
親
族

が
い
な
い
な
ど
今
回
の
テ
ー
マ
が

よ
り
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
私
達
医
療
者
側
は
入
院
さ
れ
た

方
の
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
わ
か
ら

な
い
時
に
は
、
日
頃
か
ら
在
宅
で

支
援
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
情
報

が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
在
宅
で
な
か
な
か
支
援
が
進

ま
な
い
中
、
入
院
を
き
っ
か
け
に

調
整
が
う
ま
く
い
く
こ
と
が
あ

り
、
医
療
機
関
と
の
連
携
が
大
切

だ
と
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と

　
水
島
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
医
療
機
関
同
士
だ
け
で
な
く
、

患
者
様
の
退
院
支
援
に
あ
た
り
、

「
在
宅
支
援
者
と
の
顔
の
見
え
る

関
係
作
り
」
が
大
切
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
１
つ
と
し
て
、
高
齢

者
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
で
の
ケ
ア

マ
ネ
交
流
会
を
年
１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、「
身
寄
り
の

な
い
方
の
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、

支
援
の
課
題
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
で

情
報
交
換
し
ま
し
た
。

 

倉
敷
市
の
中
で
も
こ
ち
ら
の
地

18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
近
隣

の
老
人
保
健
施
設
へ
就
職
し
て
も

おかやま介護グランプリに参加した2人（筆者右）

コープリハビリテーション病院
５階病棟　看護師
原田雅美

コープリハビリテーション病院
薬剤師
鈴木直子

（
老
健
あ
か
ね 

看
護
部
長

　
庄
司
真
樹
子
）

　（
老
健
あ
か
ね

　
介
護
福
祉
士
　
石
部
有
希
）

介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　
　
　
育
成
事
業
と
は
？

ケ
ア
マ
ネ
交
流
会

水
島
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
守
る
」

新
入
職
員
紹
介

（
コ
ー
プ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

  

医
療
福
祉
相
談
・
連
携
室

  　

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

小
林
美
澄
利
）

ら
い
介
護
の
周
辺
業
務
に
従
事
す

る
「
介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
と
し

て
育
成
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　
介
護
業
務
が
未
経
験
の
方
に
と

っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
敬
遠

さ
れ
が
ち
で
す
が
業
務
の
中
に

は
、
ベ
ッ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
、
環
境

整
備
、
食
事
の
配
膳
・
下
膳
な
ど

身
体
介
助
以
外
の
業
務
「
介
護
の

周
辺
業
務
」
は
多
く
あ
り
ま
す
。

説
明
会
に
は
3
名
の
方
が
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
1
名
の
方
が
介
護
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
働
い
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
方
に
周

辺
業
務
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

入
所
者
様
の
ケ
ア
や
介
護
業
務
に

時
間
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
増

え
る
高
齢
者
の
、
さ
ら
に
身
寄
り

の
な
い
方
の
複
合
し
た
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
多
職
種
で
の

様
々
な
視
点
か
ら
協
働
し
て
「
そ

の
人
ら
し
い
生
活
」
を
守
る
支
援

が
よ
り
大
切
に
な
る
と
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
様
に
ふ
さ
わ
し
い
介
護
を

制
限
時
間
内
で
実
演
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
利
用
者
様
主
体
の
介

護
、
自
己
選
択
・
自
己
決
定
の
出

来
る
声
か
け
、介
助
の
際
の
安
心・

安
全
の
確
保
な
ど
を
心
が
け
実
演

し
ま
し
た
。

　
結
果
は
敢
闘
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
出
場
し
た
こ
と
で
介
護
技

術
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
他
の
出
場
者
の
介

護
技
術
を
見
る
こ
と
で
勉
強
に
も

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
経
験
を
活
か
し
て
利
用

者
様
主
体
の
介
護
を
職
場
全
体
で

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

筆者　小林美澄利


